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＜連絡事項＞
・従事者届について
提出済みのスタッフの中には、未記載のケースがありますが、今回の書式からオンライン申請が可となったことから追加された項目のようで、県に問い合わせたところ、病院代表でも個人のメールアドレスでも良いとのことでした。
部署によっては外部メールが無い所もありますので、個人のアドレスを記載し提出をお願いします。
提出は今週中ですので、まだ提出していないスタッフは早急にお願いします。
＜患者様連絡事項＞
・会津　慮子様～本日ご家族が入院費を病院宛に郵送。小遣いも同封されており、5000円入金しています。
・小豆畑　裕介様～幻聴が強く、頓服の使用も効果を得られないと訴えあり。主治医へ状態報告し、本日夕からハロペリドール（2㎎）2T　2×朝夕食後　が追加処方となっています。
・平　京子様～SWからアパート解約の方針で進めて行く事を説明。
　　　　　　　1月で生活保護の家賃補助が切れることを説明し、保証人も居ない事から　今後のアパート契約継続が困難である事を説明。本人の生活能力から、生活保護としても単身生活は限界であるとの認識。アパート解約を進めていくが、自宅の荷物整理も同時に進めていく必要がある事を伝える。また、現在コロナ感染拡大により外出が困難である為1月に入ってから進めていくことを説明。
アパート解約については了承するが、解約の手続きの為各関係機関へ電話連絡をスタッフが行う事は拒否。SWに対し「私がするから、あなたは何もやらないで」と話す。また、アパートの荷物に関しても片付ける事を拒否し、「新しいアパートを探して荷物をすべて移すからそのままにする」と訴える。

今後について現実見当を促すが、「アパートは保証人が要らないところに引っ越すからいいの。お金も働くからハローワークに行けば何とかなる。パスポートを取って”日本”に行けば、私の年金があるから生活だってできるもの」と現実検討困難。
不動産に対して、アパート解約の方針で進める連絡はSWから行なうことには本人も同意。解約の手続きは1月に入ってから進める事で本人も了承する。その間に、退院先についての検討も進めていくことを本人へ伝える。
アパート退居については、SWから不動産会社へ連絡。退居が延期となった場合、半月毎に家賃を請求されるとの事。

＜要注目患者様＞
・畑中　成夫様～夜間考えが浮かんでくると訴え、ほぼ不眠で経過。自室でラジオを聴いて過ごす様子があり、夜間使用について振り返りを実施しています。日中はスタッフを注視している事は見られるが、過度な接触や話し掛けなし。妄想発言なく経過。

























・小豆畑裕介様～起床時から幻聴・思考化声を訴え、12：35　15：45　不穏時）コントミン（25）1T服用。幻聴に左右され病棟を離れる行動はないが、蛇口から水を頭に被るなどの行動みられ、「幻聴で嫌な事が沢山聴こえてきて辛い」と訴える。主治医へ報告し、本日夕から内服調整となっています。

























・久保　興介様～他者とホールでじゃれついている事や、自室からシェーバーを持参し女性患者様の前で電源を入れて見せる様子あり。本人がシェーバーを持ち歩いた場所には、髭が散乱している為、本人の行動を指摘し、床に落ちている髭は自分で掃除するよう説明。「俺ばかりが悪いんですか？ストレスが溜まるんです。個別性があってもいいと思うんですが・・・」と話す。ストレスを感じているからといって、何をしてもいいという訳ではない事を指摘し、個別性は尊重するが節度ある行動は必要である事を説明。「すみませんでした」と話すが表情は不満気。
・太田　富夫様～「毎日洗濯しているけど、下着を汚してしまうんです。日中もずっと精子が出っ放しで、オシッコは出そうで出ない状態が続いている。栄養を摂り過ぎているのかもしれない。西病棟にいた時にも、同じ状態になって、北病棟に移動してからは落ち着いていたんだけど。最近、スタッフからもちょっと気分が高くなってきているんじゃないかって指摘されて、もしかしたら精神状態も不安定になっているかもしれない」と訴える。主治医へ相談してみるよう促しには、「そうします。このままだと洗濯の回数が増えて大変だ」と話す。以後も、夢精した・便汁が出続けて便が溶けている等の訴え頻回に聞かれている。自己臭に関しても訴え、食事場面では集団で過ごす事に恐怖を感じると訴える。本人からも訴えが増えている自覚があると返答あり、精神状態も合わせて主治医へ相談としている。本人へは落ちついた行動をとれるよう、自身の状態振り返りを促している。

＜金Dr.診察・ケース検討＞
・井上　和美様～調子は良くない、手が固まってしまってキーボードを弾くことが出来ない。ギターなら慣れているからギターを持ち込みたいと希望あり。主治医からは病棟ルールを守れるなら許可となる。処方は同内容継続。
・角濱　義弘様～診察直前までは普通に振舞っていたが、診察室に入るとチック症状出現。「また昨日から死にたいと考えるようになって」と話す。主治医からは予定通りの退院で進めていくことを説明受けている。
・田中　文男様～レポート持参するが、「先生とせっかく約束したのに書けませんでした」と話す。レポート作成しなかった理由として、「目の不調でどうにもならなくて」と訴え、スタッフから促されても拒否したり高圧的な態度を取ったことには自ら触れようとしない。主治医からは、人を選んで横柄な態度を取っている部分を修正するよう指導があり、なぜ対応の使い分けをするのか質問を受ける。「病気のせいにしたくないですが・・・」と話すが、病気による症状ではない事を指摘。他人を巻き込みできない事を人のせいにしないよう指導があり、本人として現状をどう考えているが質問にも「何とも思わないです」「言葉が出ません」と話す。1週間様子を見るが、その間に南病棟CDユニットの見学を進めるよう指示あり。
・小笠原　文人様～気分高揚は改善見られており、口調も落ち着いている。鼻の下に擦過傷見られ、鼻汁により受傷したとの事。明日皮膚科受診するよう指示あり。
・坂本　福子様～強い眠気を訴え診察前まで臥床しているが、日課は問題なく取り組み出来ている。退院した患者様に電話したい気持ちはあるが、相手の生活を考えて連絡は取っていないと話す。
・飯豊　信雄様～買物していない物を「ある」と訴え執拗に探す状態や、思い込みで執拗に捜索する状態が見られている事を報告。主治医からの質問には「何もありません」と答える。任意入院（継続）同意書について主治医から説明を受け、サインを頂く。
＜小栁Dr診察・ケース検討＞

・大久保　すい様～下肢の不随意運動持続しており、幻聴もあると訴える。幻聴の内容については、「はっきり聴こえないけど、返事をしないで黙っている様にしている」と話す。処方を調整していくことを本人へ説明。
・会津　慮子様～体力は衰えていると話す。幻聴はなく、夜間の睡眠はとれている。食事も全量摂取できており、排便も問題なし。処方は同内容継続。
・高橋　康満様～主治医の顔を見ると「変わりありません」と話す。排尿は自力排尿出来ており、残尿感は我慢しているとの事。
・中野渡　鉄男様～左眼の充血は点眼薬で改善。他状態は変わりなし。処方同内容継続。
・十日市　利喜様～状態は落ち着いており、処方は変更なし。耳が聞こえない、20代に手術したと訴える。
・佐野　貢様～体調は変わりない。大丈夫ですと返答。自室に本が積み上がっている状態である為、読んだら戻すよう指導あり。
